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猿岩 
長崎県壱岐市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月のチャーチル会展の作品制作

のため、長崎県壱岐市の猿岩の夕日

をスケッチしてきました。 

今から油絵に仕上げる予定です。 

====================== 

凡事徹底 
西 平 秀 明 
 

ワールドカップでの日本代表のひ

たむきな戦いは、多くの人に勇気と

感動を与えてくれました。 

結果にはさまざまな評価がありま

すが、最後まで世界を相手に挑み続

けた選手たち、そしてチームを率い

た森保一監督には心から拍手を送り

たいと思います。 

森保監督が日本代表を率いるなか

で、一貫して大切にしてきた言葉が

あります。 

それが「凡事徹底」です。 

世界一という大きな目標を掲げ

ながらも、その実現のために特別

なことをするのではなく、日々の

練習に全力で取り組むこと、仲間

を信頼すること、自分の役割を果

たすこと、準備を怠らないこと。 

そんな一つひとつの「当たり

前」を誰よりも真剣に、愚直に積

み重ねることが、世界と互角に戦

う力になるという哲学です。 

この考え方は、私たちの日々の

仕事にもそのまま通じるのではな

いでしょうか。 

約束を守る、時間を守る、相手

の話に耳を傾ける、報告・連絡・

相談を丁寧に行う、確認を怠らな

い。どれも特別なことではありま

せん。 

しかし、その一つひとつの積み

重ねが、信頼を築き、仕事の質を

高め、やがて大きな成果へとつな

がっていきます。 

私たちは、つい結果ばかりに目

を向けてしまいがちです。 

しかし、結果は自分だけではコ

ントロールできません。 

相手があり、環境があり、時に

は運もあります。 

一方で、自分自身がコントロー

ルできるのは「今日何をするか」

という行動です。 

そして、「今日できること」を

徹底する姿勢ではないでしょう

か。 

基本をおろそかにするのではな

く、当たり前のことを当たり前に

愚直に続ける。 

今日という一日を大切に積み重 

ねる。 

その積み重ねが、未来を切り拓 

く力になるのではないでしょう

か。 

今回ワールドカップを通してあ

らためて注目された「凡事徹底」

という四文字は、サッカーだけで

なく、私たちの仕事や人生への向

き合い方にも通じる言葉なのかも 

しれません。 
 

 

チャーチル会博多展 
９月１日～１３日 

旧福岡県公会堂貴賓館 
 

今回のチャーチル会博多展は、

初めての会場で、百年の様式の建

物です。 

会場の展示の関係で、今回は、

小品ばかりの展示になります。 

入場料はもちろん無料です。 

よろしかったら、お出かけくだ

さい。お待ちしています。 
 

 

 

 

 

 

「通信」１６２号をお届けしま

す。 

長らく郵送で発送してきました

が、経費削減と紙資源の節約のた

めに、メール添付でお送りするよ

うにしました。 

ご協力をいただける方には、メ

ール添付でお送りさせていただい

ています。 

「メールでもいいと」ご協力い

ただける方は、下記のメールアド

レスまで、ご一報いただけると幸

いです。 

 

 

 

 

通信 
ＮＯ．１６２ 

２０２６年７月号 

ビジネス総研株式会社 
福岡市博多区博多駅前４丁目 

３３番１１－７０２号 

☎０９２－９８２－５１７７ 

今月のスケッチ

ち 

 

あとがき      

 

あと

がき       

メールアドレス 

kuma@b-souken.com 
 


